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第14回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　議事要旨（案）

昭和58年8月10白（水）午後2時～3時

宇宙開発委員会会議室

（1）通信衛星2号一b（GS一一2b）の打上げ

　　結果について

（2）　昭和59年度における宇宙開発関係経費の

　　見積り方針について

第13回宇宙開発委員会（定刎会議）議事要旨（案）

通信衛星2号一b（CS－2b）の打上げ及び迫

跡管制結果の概要

昭和59年度における宇宙開発関係経費の見積り

方針（案）

5．出席者

　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　　〃　　，委員

　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　説明者

　　宇宙開発事業団理事

　　　　　〃　　　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　　科学技術庁研究調整局長

　　　　　　　　　　　も　　　　〃　　長官官房審議官

　　文部省学術国際局審議官
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　　運輸省気象庁総務部長　　　　　　　　　’　平　井　　　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、（代理：中村）

　　　〃　海上保安庁総務部長　　　　，　　　植　村　香　苗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：谷）

　郵政省電波監理局審議官　　　　　　　　　　永　野　　’明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：米田）

　建設大臣官房技術参事官　　　　　　・　　　萩　原　　　浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理3太海）

　郵政省電波監理局宇宙通信開発課　　　　　　上・野．貴　弘

　文部省宇宙科学研究所主計課長　　　　　　　野　田　裕　久

　　　〃　　〃　．研究協力課　　　秋元春．雄
　宇宙開発事業団計画管理部次長　　　寺嶋将起
　　　　　〃　　　　　〃　　計画第1課　　　　佐　藤　孝　司

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　　　　清　水　眞　金

　　　　〃唱　〃　宇宙国際課長　　森　忠久
　　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長　　・　　北　村　俊　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．議ド　事

（1）　前回議事要旨の確認

　　第：13回宇宙開発出鼻会（定例会議）議事要旨案．（資料委14

　　－1）について・3頁下から1．1回目・「本年摩行われる開発

　研究を進め、」を削除することとして確認された。

（2）通信衛星2号一b（GS－2b）．の打上げ結果について

　　　宇宙開発事業団の平井正一理事及び竹中幸彦理事より、

　資料委14－2に基づき説明が行われた。

（3）　昭和59年度における宇宙開発関係経費の見積り方針について．

　　　事務局より・資料委14－3に基づき説明が行われたのち、

　　原案ど§り決定された。

　　　　　み
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昭和59年庫におけ．る宇宙開発関係経費の見樹たついて（案）
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昭和59年度に澄ける宇宙開発関係経費の見積りは、次のと澄りである。

1　基本方針

　昭和59年度蹄ける宇宙開発関係経費の見働は」記の方針三ついて行う。・

・1・開　肇

（・）地響気圏闘るか戸学二粒子の加速瀦及びオー・ラ発光現象等の嗣観潰断うことを目的とする第12号科輪星（E

　　XOS－D）につい1て、　M－3S皿ロケット1により、曜和63年度に近地点高度約400km｛遠地点高度約10，ρ0ρkmの長楕円

　　断碑吻ち上げることを目謙開発を行うrl．、、、㌦　一
②放送衛星2号（B3一’2りによる放送サービ家を引き興奮た・増大かr多様化する放送霰に対処するとともに・放送衛皐

③スペースシャトル峨力掴の玉響術者が解し・轄空間の髄子胤た材料実験等を御ことを目的とナる第一紺甲骨

　（4）重量約550㎏の静止衛星打上げ能力を有するH－1ロケットについて、H－1ロケット（2段式及び3段式）試験機の開発を

Ψ2．開発研究

　（1）能動型観測技術の確立を図るどともに、資源探査を主目的に、個土調査、農林漁業、環境保全、防災、沿岸域監視等の観測を行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一斗一，’

　　　　　　　び　・・一1’ll＼Ol，ジ・’』1・㌧1’．．・・ご、　二1
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●

　　うrとを．目的とずる地球資源解4、号（ERS’一．・）について・’H－1・ケヅ（2段式）によ蜘ち上げることを目標に開発研・

　，究を行う。

　　　特に・合成開Pレーダその他のセンザ『につい下は・積極的解研究を進める・ゾ

②マルチビームアンチ弓術・衛星内交換技術・’アンテナ展開技術等の開発を目的とする実験用通信衛星（JECS）について・、

　　H一1ロケットにより瀞ヰ軌道に打ち上げることを目標に開発研究を御・

3．研，．究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
（1）・脚通信・放送需聯郷多様化に対処する牟め・新岬波数帯を利甲し・ま蝦回れ三三帯脚高

　　度嗣塗した鯉通信及備畢送詠いる循畢緻用通徽器の研究を行う・

∫②昭和6鰍径半輪る人工鯉の大型依対処するだめ1酔止三軸衛星バ繍究を行ら・晒マルチビーム㍗テ

ナ技術等の開発をr的とオる実験用通信衛星嗣処掲ため・解バスの聯行う・一　
・・
轣C1

③　米甲で検討されている宇宙基地計画への参加について検討する．ため、宇宙基地システムを利用するための研究及び同システムを

献ずる要素の研究を行う・1．，♂’づ二
ω日碑6，0年忌後半の大型人工鯉打上げ瀬に対処するたや・・H－1・ケ累’トの開発9成果を蹴え・濾・三水エンジンを第

ユ．段鞭甫す鯉吻・トの研究を行う・晒こρ研究ゆ琴鱒三四備する・

4・関連する聯　㍉．．　1　　　、．．

一2一・
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・

　5．その他・

　　　上記以郷伽て妹・「轄開発計画」（昭和58年胡・6日決定）を縫する・●

　　　’、∫’一・・’　・　沼』り．

皿’事業の内容

　　q悌1・0号群衛星（P：LA】ゴ：ET－A）の開発

　　　　第1’曲学衛星榔AN匪A・）勿フライトモ7ルの開発御◎

　　（3）・第12号科学衛星（：EXOS二D）の嗣発

　　　　第1暢科学鯉（E；XOS『D）のプロトタイ・プモデルρ開発を行う・　．1

　2・・観測の分野の開発等の推進　　　　　　　㌧・　1・　　　　・’，　・　　一　　　’　　，

　　¢静止矯観・3号（G鵬一3’）の開発及び打珂　噛

　　　　静止気象観3号（GMOS－3）のプ・トフライトモデルの開発を静止気象衛星2号（GMS－2）め予齢星蘭回して進め．

　　・るとともに・フライ’トモデノゆ開発を進める？．

　　　　プ・トフライ杢モデルを静止菊面諭3号（ρMS－3）としてN」皿吻ト6号機により打ち」珂る・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3一



、●．

（2）海洋観測衛皐1号（MOS－1）の開発

　　海洋翻衛星・号（箪qSr・）リプ・トタイプモデノ畷フライト毛施㊧開発19麓やる・『

（3）地球資源衛星’1号（ERS」1）の開発研究．

　　弛球資源鯉・号（ERS二・）の座薬計を行うとともに・鯉緻用舗開・レーダ及び光学センザの試作試験並びにデ

　ータ．処理・解析技術の研究を進める。

’（4）研　　究

　　海域及び陸政の観測のための衛星搭載用観測機器の研究、地球観測衛星システみめ研究等を進める。．

●

3・犀の分野の開発等の雌．，　　　．．、
（1）放送衛星2号一P（BS－2b）の開発

　　　放送衛星2号のフライトモデルの開発を進める。

　（2）通信衛星3号（CS－3a及びCS－3bうの開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　騨星3号（C壁a及びCS－3’bl壁細設計並びにプ巳トフ鱗モデを及び7ライトモデρ開雑行う．

　（3） 放送衛星3号（BS－3母及びBS－3b．）め開発

放墜衛星6号IBS－3a及び・阜s－3b》の基本設量等を行う。i

④　実験用適信衛星（JEC・S）の開発研究

　　実験用通信衛星（J：ECS）の予備設計を行う。

（5）研．　究

　　衛星用マルチビームアンテナの研究を進める・

一・ S一’
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　　　　　㌧♪・1　・，　・’・…　　1’㌧1『一’，　　　・’　1噛一　

4．宇宙実験め分野の開発等の推選．

　　第欽材料実鹸（FMPT＞嗣い碑験システムρ開発等

5．人工衛星系共通技術の分野の開発等の推進　　噂’㌧　　　・

　（1）技術試験衛星V型（E’TS一．V）ρ開発　・・一　　　　　　　＼　　　　　’　㌃　　　　　　　　　＼

　　　技術試験衛星v型（耳TSrv＞ゐ詳細設計及びプ・トフライトモデルの開発箏を行うとともに・移動体通信実験用搭融四駅機

　　器の耕再開発を進める。

　（2）研．．究　　’　，”　・　三　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　ニ液式統合縫系め研磯鰯とともにζ煙静止≒旧観ミス9研究・米国宇睦地計画への参加にマいて検討するため

　　の研究等を行う。一ご

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　’　魅　　　　　　　　．　　　　　・　　　　　へ　　　　　　　　　　　　，　’　　　　　　　　　　　　，

α蘇系蝉蹄の珊の開購の雛
　（1）’厘ロケ．ヅトの開発　　　　　・　u

　　　－M蛤s耳ゴケットの開発、

　　　　M＿3S立ロケットのモ＿タケース等ゐ開発に伴う三三試験並びに第3段モ7一タめ地上燃焼試験を進める・また、　M一3S皿

　　　・r勿・トの性能麟を行5ためのM－3S皿・ダット・号機及び試験解（MS－T5）の開発を勘ヒれを打ち上げると

　　ともに、M』3S巫Fケット2号機の甲発を進める。

二5一



●

②　N一皿’ロケットの開発

　　静止気象醒＄号（GMS－3）・放送醒2号ゆ（BS－2b）及び海洋醐鰻・号（M・S－1）を打ち上げるため・

N一∬吻卜，6号撫び8号機（以上いずれも3段式’〉並びζ7号脚脚の開発を進める・晒7号機（2脚を

一H・ケ亨卜（3段式）による各種人工衛星の再打上げに等しうるよう峰N一皿．占ケット第3鯛体モータの開発を進める・

（3）耳一．1．・ケットの開発　．　＼一　，　　　∫∫
　　液体縣・液体水難進系・慣性講装置・．第3段固体モータ等の開発試験を進める・勲・四三550㎏の静三星を打ち

上鵬能力を有するH二1・ケット地上試験機》H－1・ケ1ツト（2段式）試職・予備用H－1・ケット（2段式）試験機及び

lH一・．・ケット！3段式、）試騰の開発を回るとともに・耳一’Pヶッ唖卜（3段式・）揚旧び2号機の開発を行．う・

　　．な澄、H－1ロケット（2段式）試験機のべ∫イロードκ、測地衛星1号（GS－1）の開発研究の成果を生かして・測地実験そ

　の他の宇宙実験に供しう為機能を付与する・

，（4）研　　究

　　液体酸素・液体水素エンジンの高性能化に関する研究等を進めるとともに、液体酸素・液体水素エンジンを第1際に使用する大・

　型ロケットの研究を行う。．

● 7．　施設設備の整備

（1）・人工衛星及びロケットζ）開発に必要な施設設備の整備　　・　　　　 　　　，∫　　・　　・一

　　　：人工衛星・ゴケシト部品材料め研究開発に必：要な設備、固体モータの高空燃焼試験に必要な試験設備、地球観測情報砂受信・処

　　敵必要な搬設構の整備を進めるとともに腋体嚥罪体水素エンジンの燃焼器及びターボポンプの機能麟試験に必要な

　　試験設偏等の整備を行う’。また、科学衛星及びMロケヅトの開発た必要な施設設備の整備を進める。

一6一
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（2）木工衛星及び．ロケットの打上げ施設設備の整備

・重量約556㎏の翫衛星を打ち上げる倉陸力を融るH一’・・ケット三三点の施設設備の整備凹める・ま亀種子島報セン

柳レマダ・テレメー殊吻卜機三四系等磁噸を進めるρ款・Mロケ四脚施設の難行1・
（3）人工衛星の追跡等咋必要な施設設備の整備　　　　　　　　　　　　　．

　　人工衛星の追跡管制系の設備の整備を進めるととも．に・所要の研究脅進める。　・　　’　　　　　　　　　　　　，、

　　　　　　　　　　　　　　　　ロへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　さらに、科学衛星データ取得等のための施設設備の整備を進める。

●、

8．その他の施策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
（1）研究開発能力の強化　’　●一∫．！　　’・’　、1’，’㌃　　　
　　　自主技術り育成を図りつつ、宇宙開発・を強力に遂行するたあ、宇宙開発事業団及び文部省宇宙科学研家所に於ける研究開発体制

　　φ強化を図る・9㌦’∫　一　・．、　．　“、　㌦’　　㌧一
　（2）国際協力の推進

　　　宇宙分野に痴ける日米常設幹部連絡会議（8δ：LG）ボ宇宙基飽計画㊧研究に関する情報交換及びスペースシャトル利用計画の

　　推鶴6米国との島九行政官記講を通じての欧州三四関との協力、宇宙分野回する国際連合に回る活動への参加協力・

　　国際ゼミナーの開催を通じての協力等を進める。

（3）序宙関係条約関連国内帯置の実施－

　　宇宙関係三条約加入に伴う国内措置を実施する。

　（4）普及啓発活動．の強化

　　　宇宙開発に必要毒広報、啓発事業を進める。　　　　　　．　・　1，

一7一
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’（5）宇宙拉術者め養威’一

　　宇宙分野の技術者ρ資質向上回るため・宇寧開発関係者を酬に派遣する・’

‘⑥　宇宙開発推進基盤の整備．　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　ロケット打上げの円滑な実施に必要な施策を講ずる。　∵一・

（のぞと）他　墜，　　・　　　　1，　　　一　　．　’・　　‘

　　実利用の分野の人工衛星等に関する最滴な開発計画㊧策定に必要な謁三等を進める。

皿『経　　費

　’昭和59年案に旧いて挙要な経費の見積りは、別表のと澄りであるr』

●’

一8一



●

●，

励表
昭和r9年野宙’開．発鵬二等二項 ㊨国庫債務負担行為

　（単位3千円）．．

昭和58年度辛算額 昭和5　b年度経費
省　　庁∴

悼宙開発関係 宇宙関連菌 合　　　　計 宇宙開発関係‘ 宇宙関連崇 合　　　　　計

科学技術庁『 ㊨45，111，600
ﾀ噛Z428476 一

㊨45，111，600

@87，428476
㊨5Z60ゑ000噸
@85■3♀β76

一 ㊨羅1£号1ノ

警　　察　　庁 一

一46ス45千
4β乞菊4

幽　　　一 174，814 174，814‘

・文　部　名 　ノ堰@7，582，0DO
@12，223ρ59　　1 2359262

⑱Z59aoOO．昌　1．548名321

　　　　．堰@3，528，000

@134⑩895
a352，682 ㊨　3，528ρ00’

@16，753，577

　，　　　　　亀

ﾊ商牽最高 ●ユ・471ρ与5 一＝L． 14プ1ゆ56… 14？4β31’
．　　　　、

@　一
@　　一

　
1
，
4
9
4
，
3
3
1
0
：
＿

運　．輸　．省
⑥　934β00
@4β◎0，125

．　2，5171699
’㊨・934β00

@エ077，824 6．185422
㊥　　585ρ00
@2，29Z361．

㊨　　585ρ00・　＆48a723．

，郵政1省 ’（㊨　　463μ0@　205，297
工3・83ρ06

㊨’
S63ユ40

@1，588，303・
㊨●4β0ρ00’

@539，492

16蜘36一
’㊨、460ゆ00．

@1，162β28．

建　　設・　省 　　　一　　　　　　　・

@辱ｾ

名25・1・
，，2，251’
T一

鮨　‘　　　『
2ρ26

2ρ26’

自　　治’　省 ・π一

㊨　196ρ46

@471・637
㊨．1961945

@171卵7
●　　　　　　一 211β8『 211β88・，

総● C計
’㊨54ρgiβ40●

P05β8舷013．
㊥’196ρ46
@Z『Ol；359・

㊨一与42ε8486、11Sβ89β72’

⑧
6
1
1
5
9
エ
0
0
0
1
0
エ
3
5
9
，
8
1
6
．
■

㊨　　585，000

@昏66エ247
㊨62，182ρ00
P14，021，063．



●

昭和59 N生湿関係経費（宇宙開発昌昌現積りを篠の）の鞭
（単位：智千円）

省庁 担当機関 事　　　　　　項
・昭和58年度

@予算額

　　　　、，
ｺ和59年康

@経　　●費

研究調整局 ○宇宙開発委員会に挙要な 47，172 47，037　　　’ 宇宙醗委員会運営欝　　　4鳴7（4Z・721
’経費’

、

ρ

一般行政に必琴な経費 ．33，120 35，320
宇宙開発推進事勝等　　　　　　　　35，320　（　　33，120）　　　　　　　　　　巴

科学技徳者の資質向上に．
’　　30，248 30，248 宇宙開発関係者の海外派遣　　　　　30，248．1　　30，248）科 ＝

必要な経費
L

一

桂子島周辺漁業対策事業
40昏ρ70 466ρ70 種子島周辺漁業対策事業費補助金　406，970　（’466，970）

学
に必要な鹸

小　　　　　計畠 517，510 519β7ち．

技 振　興・局 一般行政に必要な経費 6・呂45 6，832 学騨回報啓発　　　　　◎832（　6β45）

術．

航空宇宙技

ｾ研究所

　　　　　　　　ノq空宇声技興研窄所に必

vな経費等
837，121

㊨1β40ρq6

@95226琶

液鰍水吻トエ”ン購211：1§IGgq636）・の研究　　　　　　　　　　　　　　　　「

、

鯉基轍徹関する研究　　6・ゴ6・（　6a535）．

曙
庁

、

報科学技術軍糧備 @　㊨lll：響く3エ2。3＞・

四声科学技術四三

喝

、 電子牌飼料その他　　　64＆5・・（565V53）

〔

一10一



●

●

（単位；千円）

省庁 担当機関
「　事　　　　　項． 昭和58年度

@予算額．

昭和59年度

o　葺
要　　皆三惑59劉昭纏度）’・

宇宙開発事

ﾆ団

宇宙開発事業団出資及び

武ｬに必要な経費

㊨46ユ11β00
@
8
6
ρ
6
7
，
0
0
0
、

㊨56269ρ00

@84261ρ00

　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
庶幕ﾆ団出資金

ｬ：1鼎総；：：1：）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

宇宙開発事業団補助金　　　　　z525ρoo（　z380ρOQ）一

科
〔宇宙開発事業団の収支計画〕

収　入一　　　　　　　　　　111，308519（11ρ」76，988）

政府蹟金　　　　　76736ρ・・（78働0・の
学 琢府補助金　　　　　　　　　　7，525，000（、7，380ρ00）

●　　駈

1

その他（事業収入等）．　　　27，047，519（24ら1091988）

’
一

三 支．出　　　　　　　　　　　　　　■11∵308，519　（11q176，988）、’

一 糊目開発経費

術
’

人工礪発経費

庁
・ケット打上げ嶺’　　a111ひ62（＆・・4498）

、

種子島宇三三費㊨
P糊：（㊨2，84を，500　　4262ユ82）

、

1　　．

三三翻管制経費㊨

響

ニー11一



●

（単位：千円）’．

省庁 担当機関・ 事　　　　　項
昭和58年度

¥算額

昭和59年度

@経　　費
要、　旨・堕59隻度（三面罰

宇宙開禿事

ﾆ団

浦曲ン噸建設経費’ Q、響

i
㊥
・
含
4
，
9
・
・
，
　
　
1
，
2
7
1
，
1
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

科

’地麟報処理経費㊥

｛一囎理運営欝　　　Z75駄27・（エ7743・ρ，

学
’
／

i’　　　　　　　　　　　　　　一
1
（
主
魏
発
プ
白
グ
ラ
ム
嘩
養
『
）
i

’ レ
技 ．、．　　　　　■

、

、

「4

瀞観3号脇3）・＿9欄：：：1）
ノ

術

臨

庁
一

一

．灘野b（BS→b㌦　∴lllll：）

一12一



◎

（単位：千円）・

省庁 担当機関 事　　　　　項…
昭和58年度

@予算額『

●昭和59年度

@経．養

宇宙開発事

ﾆ団

　　　　一

科
墨

1　　　　「

　　　　　　　　　　　　、

学 　’
P

膿　型（：ETS－V）㊨蝶：野欄1）．

一技

，　’

術
一

翻潔テムを轍する　8q・22（．6蜘）

浮 H吻’トの開発1墲P：鷲鷹號二：：）

、 ㊨45工11β00 ㊨与Z6・9ρ・・

計 、

8エ4£84プ6 85，739，676

文
宇宙科学研

?

特別事業等に必要な経費

@　　　　

㊨Z282ρ00’

@8420，659　’

㊨3528ρ00

@軌80a495
櫛星研獺

部 tうち第12号科学衛星（E区OS－D）の開発　2＄7，000　（　　　　0）〕

Mロケツ麟’

一13一



●．

●
．

（単位：÷円）

省庁 担当機関

　　，　　’
@　　　F’　　　　　．

磨D　　　　項

昭和5’
W年度

?Z額
昭和59年度

@経　　萱
　■F宙科学砺

層

宇宙基地システムを利用する　　　　73，500（　　　　0）

究所 ための研究．

支
．前年度限り　　　　　　　　　　　　　　0（　519444）

●　　　　　．

@’
●大型特別機械整備費 ㊨　300ρ00 深宇宙探査用大型アンテナ’

@　　3ρ1140qC　3ユ88ρ00）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

3．802400
ぎβ97，400　　　　■

部・

〆
’

M型ロケット発射装置政修　　　　　406ρ00（0．）

@蒔
　　　　　　　　　　　’
O年度限り　　　　　　　　　　　　　　0（　4g4400）

省
’

㊨Z583ρ00 ㊨3β28ρ00
’

一 計
、

12要223ρ59 13，400，895

適
、 機械情報産 資源遠隔探知拉術の研究 昌　1，381，764 1，379，393 石油資海遠隔探知技術の研究開　　1，37bβ93（　1，381，764）’

商
産
業局’ 開発等　　　　　，． 美東

業 工業技術院 大型コ；業技術研究開発た 0 40ρ06．： 資源探査の観点からの四球資源　　　　40ρ00・（　　　　、0）
省
． 必

要
な
経
費
’
、 衛星1号のための予備設計

ニユ4一



1●

（単位：千円）

省庁 担当機関 事　　　　　項
昭和58年度

@予算額

昭和59年度

@経　．費
要．

’工業技術院 試験研究所の特別研究等 89292 74，93．8’ 姿勢制御関連機械技術に関する　　　1・7，918．（　　19433）、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’■

に必要な経費
融（灘技術研究所）　　　　　　　　　　　　　　　f

通 宇声用マ≒ピュレータに関する研・　　2乞700（　　24・247）’

究（電子技術総合研究所）

商 ，〕未踏スペクトル領域用センサ技・　・．13320（　　　　0）

　　f産
／　　“

．　」

P回向関する三門（電子技術飴一　，i　　　’

研究所〉

業 細疵用撮像システ曜関す’　12ρ・・（　・a573）

る確（大阪工業技術試験所）

省 前血忌ρ　　　　　　　・（　33ρ39）

小　　　　　計 89292
　
　
1
1
4
，
9
3
8
0

計．’ 1471ρ56 14b4β31

運

電子航法研

?

電子航法研究所に必要な

D経費等　　　　、

㊨　760ρ06

^　　72477 156424

輪
気、象　庁 静止気象衛墨業跨k必要

ﾈ経費．

　　　　一堰@174β00

@4487，648 6ρ29298

省 ㊨　934；800
〆

’計．　　　　　　ソ

4β60ユ25

　
6
ユ
8
5
4
2
乞
．

’

一15一



●，

（単位：千内）

省庁 担当機関 事　　　　　　項

’昭和58年度

@予算額　　　　　　o

昭和59年度

o　費1
電波監理局 電波監理に必要な経費 ’10β72 10，372 実験用通信衛星（JECS）の開　　　10β7②（　　　　0）

発研究
、

前年度限り　　　　　　　　　　　　　　0（．　10，372）　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

郵 電波研究所
宇宙通信技術め研究南発，

ﾉ必要な経費

㊥　463ユ．40

@　辱194，925

㊨雇60ρ00

@　529，120　　　　’

衛星甫マルチビームアンチ才の　　66ρσ0（　60β00）

政
三三開発　　　　　　　　　・

前年度限り．　　　　　　　　　　　　　0（．　　28307）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

省

簡

’

N

　！　，

v
㊨　463，140 ㊨　460ρqo，

205，297 ・539492 響　ノ

噂

謬　　・合

計

㊨与4ρ91β40 ㊥6115gzbo◎ 欄

105，888，013 107，359，816
ヒ　　　　　o

@　　　　　　　　　　　　　　　　、

．一 P6二．



●

昭脚回忌経費（棚曇三巴のも㊧閃琴． （単位：千円）1’

省庁
　　レ

S当機関’ 事一　　　項
昭和58年度

@予算額

昭和59鞍
@経　　費♂

警

通　信　局　¶

警察通信に必要な経費 467．454・ 174β14 虫下衛星使用料　　　　　　　　　174．814・（　19包360）

察
～

前年度限9・　　　　　　　　　　　　　Ol（　272よ＞94）

、

庁
計’ 467，454 一　　1742814・

宇宙科学研 特別事業等に必要左経費 2．959262 ・a35a582 一三二三測経費等　　　・；を32…（1，120，409）

文 究所 飛．しょう経費．’ @　　　　　　　　¢95，967（　208526）
’　　　．　　．

＼　　　　　噛 共通経費　　　　　　　　　　　1597，446（　1β5U96）
部 ．　　　　’

鰍
o 国際宇宙観測共同事業費’・　　　　227，269（　　79ユ31）．

省 ＼　　　　● （SEPAC計画開発経費を除く）
1

一

．計 2，959，262 ’　3，352，6．82’

運’

海上保安庁 水路業務運営に必要な経

8銭038

㊨● T85ρ60

@　187，045’
1

気　象　庁 静止気象衛星業務に必票 2，115，119　　　　こ 1β15ユ『94 静止気象三三業務　　　　　　　　1，803，786（　1ρ94436）

輪
な経費 「

静止気象衛星業務整備　　　　　　　・11，408（・120，683）噛

1 一般観測予報業務に必要 136，620 工。珂4♀‘ 極軌道気象衛星資料の利用　　　　　38β94（　　’3呂694）

6

省
な経費 静止気象衛星資料受信業務　　　　　P64455（　　97；926）

高層気象観測業務に必要 170ユ38・ 170β55 気象ロケット観測業；務　　　　　　　170，855（　　170」3β）

な経費
一　　　　「

一1’7一



●・

。（単位：千円）

省庁 担当機関 ．．事　　　　項
昭和5’8午度

@予算額

昭和59年度

y　費∫

気象庁 気象官署施設整備に必要

ﾈ経費

気784 2ユρ58

@一

気象ロ’Pット発射管制装置の整備　　　21，058く　　　　　Ol）

O年度限り’一　　　　　　　　　　　　　〇（l　　Z784）

一　　　　　1

^
輸
・
　
省

小　　　　　計 2，429．661’ ．2ユ10ユ56一 　　曹A　一

@　　　　　　　　｝@　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　計、　　　覧

2，517，699

㊨’ T85ρ00

@2297，301

　　、

@　　　　一黶A

@　　　　戸

軍波監理局 電波撃叫要姪費 3，625 9，763 宇宙通信政策推進のための職蜂研究　　　9763（　　　3525）

通信・放送術星機構出資

ﾉ必要な経費

’　　“651，519 　　　　．’0

D　　1

前年度限り．　　　　　　　　　　　　　　δ（　651，51g）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

一　小　　　　　計 655」．44“ 9〃63 一

電嗣究所．電波研究所の運営に疹票

ﾈ経費

　
　
1
1
1
，
2
3
1
0 110498 　　　　　　鴫F宙空間の実験研究一　　　　　　　29ρ24（　　29ρ24）、

d纏翻」衛星管制施設の儲運用　・8・5ケ4（　81β・7）

郵．し

学宙通信撞術の研究開発

ﾉ必要な経費

1　616，631

@　　　、、

．　　502775．

@　　　「

・宇麓灘よ、縞鞭測位技術の　・36ρ4b（，339ρ与5）

､究開発

n纏6実験確　　　　34＆735C蹴576）　　　　　　　　　　　　　　　一

s星軌道及び宇宙に於ける周波数の有。18DOO（　　　　0）

�?p技術に関する研究開発施設の整備

小　　　　　計 727β62． 613，273

計 1．383ρ06 62年ρa6

一18＝



（単位：千円・）

●・

●’

告序
担当機関
A　　　　　冒

專、　　　項∫，
昭和58年度

@予算額畠

昭和5’9年度

o　　費

漣
甲土雌陣　　　　’ 測魑準点濾に必聴 、2，251 2ρ②6 灯三二1　　　　　　2ρ26（．　225・）

設 経費
OP　　r

省 ’討
’　　　2，251’、

2ρ26’
D

．　　　　、　　．

自

消1防　庁 通信衛星地上機器ρ整備

ﾉ必要な経費等

㊨　196，946，

@　171β87 211，388

、　　．

@　　　、
1　　0　¶ 1鯉四二上施設鰹備費補助　・・2ρ・6（　56ρ・・）

治
●

　　　　亀　●
ﾊ信衛星倖用料1　　　　　　　　　18ユ29（．　　　　0）・

省‘ ㊨　196ρ46 ●　　　　　響

計 「　　．

171ρ87
211．3881 一

㊨ゴ96ρ4右 ㊥・585ρ06
合 計・

、　　　　r

7，501，359・ β，661，247

」197


